
 

 

コンサドーレ B、LIV.FC、 

Fibra.FC、SSS、札幌藻南 

FC.KITAGO、札幌ジュニア 

コンサドーレ A、西園、 

ベアフット北海道 

全道大会進出おめでとう！！ 

札幌地区代表を目指して、とても熱い試合が繰り

広げられ、上記 10 チームが全道大会に進出しまし

た。札幌の代表として全道大会でも大活躍をしてく

れました。 

会場は SSAP人工芝(A・B)コンサドーレ札幌東雁

来グラウンド(A・B)で行いました。 

 両チームとも、序盤から攻守の切り替えが早く、

一進一退の攻防。その均衡を破ったのはコンサドー

レ B。前半 4分 ゴール前のボールに素早く反応し

た 3 番が先制ゴール。直後にＳＳＳコラソンも負け

じと 6 番が同点ゴール。より両チームのボールへの

争いが激しくなる中、前半 10 分にコンサドーレＢ

は 10番が勝ち越しゴール。 

後半は開始1分と3分にコンサドーレＢの16番が

立て続けてゴール。一気に流れを引き寄せた。後半

は終始ゲームを優位に進めたコンサドーレＢが後半

10分にも 17番がゴールを決め、試合を決定づけた。 

 前半 3 分ＬＩＶ．ＦＣ29 番が左サイドからクロ

スを上げるが5番の選手に合わず…前半5分にも右

コーナー付近のスローインを受け、決定的なシュー

トを放つも相手ディフェンダーに当たる。前半 8 分

ＮＯＲＴＥ札幌 12 番ＧＫの好セーブが続いたが左

コーナーキックを 5番がヘッドで合わせてゴール。 

後半も両チームがゴールを狙うが、決定的なチャン

スをしっかりと決めたＬＩＶ．ＦＣが勝利を収めた。 

 開始から両チームの硬直状態が続く。シュート本

数は前後半ともＦｉｂｒａが上回るものの決めるに

は至らず、結局前後半 12 分ずつでは決着がつかず

延長戦へ…延長戦に入っても大きく流れは変わらず、

このままＰＫ戦に突入かと思われた終了間際にＦｉ

ｂｒａがフリーキックを獲得。それを 32 番が落ち

着いてゴールすると同時に延長戦がタイムアップと

なった。 

 

 

６月２4日（日） 
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６月２５日（日） 

ＳＳＳ 元町ＦＣ 
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 前半6分ＧＫと1対1となるがＳＳＳ4番のシュ

ートはゴール左へ逸れる。前半 10分ＳＳＳ10番が

左から中央に向かってドリブル、そのまま抜け出し

ゴールを決めた。後半もゴールポストに当たるシュ

ートを放つ等、ＳＳＳの攻撃は続いた。元町ＦＣ28

番ＧＫの好セーブはあったが、ＳＳＳが勝利。 

６月２５日（日） 

札幌藻南 ＦＣ.ＤＥＮＯＶＡ 
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試合開始早々、ＦＣ.ＤＦＮＯＶＡ9 番の浮いたシ

ュートをＧＫがハンブルしゴール。 

その後、前半 4分に藻南 6番がミドルシュートを

放ち同点にするがＦＣ.DENOVA9 番がハットトリ

ックを達成する活躍をし、決着が着いた。 

６月２５日（日） 

ＦＣ.ＫＩＴＡＧＯ コンサドーレＣ 
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前後半とも両チーム中盤でのプレスが素晴らしく、

チャンスらしいチャンスもなく終了。延長でも足が

止まることもなく攻防が続きタイムアップ。ＰＫ戦

に突入。コンサドーレＣ１人目をＦＣ.ＫＩＴＡＧＯ

のＧＫがセーブ。対してＦＣ.ＫＩＴＡＧＯは３人と

もきっちり決めて試合終了。 

６月２５日（日） 

札幌ジュニア 前田中央 
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札幌ジュニアは味方のパスを受けてからのシュー

トがとても上手だった。トラップをしてからのシュ

ートやダイレクトのシュートなど場面に合わせたプ

レーがゴールに繋がっていた。悪い流れを変えたい

前田中央だったがＰＫも与えてしまい、追加点は増

えていった。 

６月２５日（日） 

アスルクラロ札幌 コンサドーレＡ 
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 前半１０分コンサドーレＡ６番の縦パスを１６番

が受け右足でゴールを決めた。後半はアスルクラロ

も相手クリアミスのボールを奪いシュートを放つも

決めきれず…その後はスルーパスからのシュートや

ミドルシュート・ファーストタッチでＧＫをかわし

てシュート等、コンサドーレＡが得点を積み重ねた。 

６月２５日（日） 

西園 西野第二 

４ 
１－0 

３－０ 
０ 

 試合開始はゴールが決まらない時間が続いたが、

西園９番ドリブルからシュートを決めて均衡を破っ

た。後半は西園が得点を重ね、後半終了間際も西園

１４番が落ち着いてＦＫを決めた。 

６月２５日（日） 

ＪＳＮレッド ベアフット北海道 
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 前半ベアフット北海道のシュートは何度もポス

ト・バーに阻まれる… 

前半７分ベアフット北海道８番のシュートはＧＫ正

面。前半８分コーナーキックから１１番ヘディング

で合わせるもゴール上へ外れる。 

後半６分はＪＳＮレッドのチャンス。フリーキック

を１１番が狙うも相手の壁に当たりコーナーへ… 

ゴールは決まらないまま、延長へ入るも得点は動か

ずＰＫ戦へ。 

両者譲らない長い戦いはベアフット北海道の勝利で

幕を閉じた。 

 



 

 

今年度の決勝戦は少し雨が降りましたが去年に比べるととても天候に恵まれたと思います。 

夕方頃はとても肌寒く、震えている選手や応援団もいましたが最後まで熱い試合が多かったように感じま

す。大会スタッフや審判団・参加チームや保護者の皆様全員の協力のもと素晴らしい大会になりました。 


